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東
教
育
財
団
で
は
、
中
央
区
内
の
学 

校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
育
成
、
並
び 

に
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た 

め
、
学
校
教
育
活
動
、
社
会
教
育
・
生

涯
学
習
活
動
、
並
び
に
、
地
域
文
化
・

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
助
成
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。 

平
成
三
十
一
年
度
の
助
成
事
業
は
、 

二
月
十
二
日
（
火
）
か
ら
募
集
を
開
始 

し
、
二
月
二
十
八
日
（
木
）
に
締
め
切

り
ま
す
。 

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

  

  

 
 

   

 
 

助

成

対

象

事

業 
  

 
① 
学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発 

展
に
寄
与
し
、
且
つ
、
当
該
校
園
の
独
自

性
や
特
色
を
持
つ
事
業 

〈 

参 

考 

事 

例 

〉 

✤
地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業
等

に
関
す
る
調
査
・
学
習
事
業 

✤
右
記
の
調
査
・
学
習
に
よ
っ
て
作
成
し

た
冊
子
等
の
発
行
事
業 

✤
外
国
に
つ
な
が
り
の
あ
る
児
童
生
徒

へ
の
日
本
語
等
指
導
事
業 

✤
姉
妹
校
交
流
（
多
文
化
交
流
・
共
生
）

事
業 

  

 

    

✤
伝
統
芸
能
（
文
楽
、
能
等
）
鑑
賞
、
学 

習
、
発
表
事
業 

✤
校
内
緑
化
等
自
然
環
境
整
備
事
業 

✤
ク
ラ
ブ
活
動
に
必
要
な
用
具
・
資
材
の

購
入
・
貸
与
事
業 

✤
ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
交
流
事
業
（
例
…

吹
奏
楽
部
が
開
催
す
る
地
域
コ
ン
サ
ー

ト
） 

✤
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
お
け
る
全
国
大
会

等
へ
の
参
加
事
業 

✤
学
校
周
年
記
念
事
業
（
十
周
年
を
単
位

と
す
る
周
年
事
業
に
限
る
） 

            

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

   

    

   

 

     

 

 

 ③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助 

成 

 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区
五

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す

る
事
業   

助
成
対
象
団
体  

 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
活
動
を
行

う
社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習
団
体 

      

 

  

「学校教育事業助成説明会」風景  

「社会教育・生涯学習事業助成説明会」風景  

本
年
も
よ
ろ
し
く 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

「学校教育事業助成説明会」風景  
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「出演者全員による合唱」  

 
 （２）  

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う

団
体 

           

助
成
限
度
額  

 

平
成
二
九
年
六
月
二
三
日
、
第
五
一

回
共
同
発
行
地
方
債
（
額
面
金
額
五
億
円 

利
率
一
・
九
〇
）
が
満
期
償
還
と
な
り
、

超
低
金
利
政
策
の
影
響
を
受
け
て
、
平
成

二
九
年
度
の
運
用
収
益
が
前
年
度
比
で

約
六
四
〇
万
円
の
減
、
平
成
三
〇
年
度
も

前
年
度
比
で
三
一
〇
万
円
の
減
と
な
り
、

両
年
度
と
も
助
成
額
を
見
直
さ
（
減
額

せ
）
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。 

  

第
三
三
二
回
府
公
募
公
債
（
額
面
金
額 

二
億
円 

利
率
一
・
五
八
）
が
来
年
度
の 

 

  

十
一
月
二
七
日
に
満
期
償
還
と
な
る

が
、
当
該
債
券
の
収
益
金
は
償
還
日
ま

で
に
年
間
収
益
が
確
保
で
き
る
の
で
、

来
年
度
の
助
成
基
準
は
、
平
成
三
〇
年

度
と
同
一
と
す
る
。 

  

 

助
成
事
業
の
紹
介 

  

平
成
三
〇
年
度
に
助
成
し
た
事
業

で
、
既
に
実
施
報
告
書
を
提
出
い
た
だ 

い
た
も
の
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

「
地
域
文
化
事
業
助
成
」 

○ 

せ
ん
ば
鎮
守
の
杜 

 
 
 
 
 

音
楽
祭
・
芸
術
祭 

 

開
催
十
三
年
目
を
迎
え
、
船
場
地
域

は
も
と
よ
り
市
内
外
の
知
名
度
も
高
ま

り
、
今
や
す
っ
か
り
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
た
「
せ
ん
ば
鎮
守
の 

杜
音
楽
祭
・
芸
術
祭
」が
十
月
六
日（
土
） 

に
坐
摩
神
社
境
内
・
大
阪
府
神
社
庁
会 

館
で
開
催
さ
れ
た
。
例
年
は
神
社
の
野

外
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
今

回
は
台
風
接
近
の
影
響
で
屋
内
公
演
と

な
っ
た
。 

昼
の
部
の
「
音
楽
祭
」
で
は
、
地
元 

           

  

の
十
三
の
音
楽
団
体
や
文
化
団
体
に
よ

る
合
唱
、
器
楽
演
奏
、
舞
踏
、
詩
吟
等
、

ま
た
、
若
手
オ
ペ
ラ
歌
手
と
の
競
演
も

行
わ
れ
、
芸
術
の
香
り
高
い
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

夜
の
部
の
「
芸
術
祭
」
で
は
、
日
本

一
流
の
バ
レ
エ
団
（
法
村
・
友
井
バ
レ

エ
団
）
と
オ
ペ
ラ
歌
手
に
よ
る
「
ド
ン
・

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
が
上
演
さ
れ
た
。 

助
成
額 

音
楽
祭
一
五
万
円 

芸
術
祭
一
〇
万
円 

      
○ 

浪
華
の
輪 

夏
ま
つ
り 

 

浪
華
連
合
振
興
町
会
で
は
、
八
月
三 

   

  

一
日
、
浪
華
地
域
の
商
店
・
会
社
・
事

務
所
・
地
域
住
民
ら
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
船
場

ビ
ル
一
四
階
に
集
い
、「
浪
華
の
輪 

夏

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
浪
華
の
輪
が

大
き
な
輪
と
な
り
、
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
場
と

な
っ
た
。 

（
助
成
額 

七
万
円
） 

               

○ 

第
六
二
回 

大
阪
薪
能 

 

大
阪
薪
能
委
員
会
で
は
、
八
月
十

一
・
十
二
の
両
日
の
夜
、
昭
和
三
十
二

年
か
ら
毎
夏
開
催
さ
れ
て
い
る
大
阪
薪 

 

 

 

「地域文化・まちづくり事業助成説明会」風景  



   
 

（３）  

能
を
生
國
魂
神
社
境
内
特
設
能
舞
台
で

上
演
し
、
在
阪
能
楽
師
の
技
能
の
継
承
、

並
び
に
、
大
阪
の
伝
統
芸
能
を
経
済
面

で
支
え
る
タ
ニ
マ
チ
文
化
の
継
承
、
さ

ら
に
は
、
格
調
高
い
能
楽
の
世
界
を
大

阪
市
民
は
も
と
よ
り
外
国
の
人
々
も
観

賞
で
き
る
場
を
提
供
し
た
。 

 

ま
た
、
平
成
二
六
年
か
ら
一
日
目
の

昼
間
の
空
き
時
間
を
利
用
し
て
、
能
楽

を
習
う
小
中
高
生
や
大
学
生
に
日
頃
の

稽
古
の
成
果
を
披
露
す
る
機
会
を
設
け

て
い
る
。 

（
助
成
額 

一
五
万
円
） 

 

  

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
」 

○ 

愛
日
・
集
英
社
協
交
流
事
業 

 

 

          

集
英
校
下
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
開

平
地
域
住
民
を
約
百
名
集
め
、
十
一
月
十

日
（
土
）、
船
場
の
名
店
「
神
宗
」
で
『
お

出
汁
』
の
勉
強
会
と
ふ
れ
あ
い
食
事
会
を

開
催
し
、
そ
の
後
、
集
英
地
域
の
ふ
れ
あ

い
茶
道
事
業
「
炉
開
き
」
の
茶
席
を
設
け
、

愛
日
地
域
の
住
民
も
一
緒
に
体
験
し
た
。 

こ
の
事
業
に
よ
り
、
集
英
・
愛
日
両
地

域
住
民
の
親
睦
と
連
帯
感
が
高
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
開
平
校
下
世
代
の
人
材
育

成
が
図
ら
れ
た
。 

 
 

（
助
成
額 

一
五
万
円
） 

  

  

○ 

南
大
江
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

 

南
大
江
地
域
活
動
協
議
会
で
は
、
第

六
回
南
大
江
健
康
ウ
ォ
ー
ク
を
五
月
十

二
日
（
日
）
に
開
催
し
、
総
勢
九
八
名

の
南
大
江
地
域
の
住
民
が
京
都
府
南
丹

波
市
美
山
の
「
か
や
ぶ
き
の
里
」
を
散

策
し
、
歴
史
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
心
身

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
は
か
っ
た
。 

 

ま
た
、
八
つ
橋
工
場
の
見
学
や
大
石

酒
造
の
酒
蔵
見
学
な
ど
の
社
会
見
学
も

行
っ
た
。 

 

（
助
成
額 

一
五
万
円
） 

  
 

 

   

○ 

た
ま
つ
く
り
盆
踊
り
大
会 

        

玉
造
地
域
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
毎
年

八
月
に
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、

今
年
も
第
三
十
四
回
目
と
な
る
同
大
会

が
八
月
四
日
（
土
）・
五
日
（
日
）
の
両

日
、
玉
造
小
学
校
の
運
動
場
で
開
催
さ
れ

た
。 

 

初
日
に
は
プ
ロ
に
よ
る
音
頭
・
二
日
目

に
は
Ｃ
Ｄ
伴
奏
に
よ
る
参
加
者
の
盆
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
ま
た
、「
お
た
の
し
み

抽
選
会
」
や
模
擬
店
も
開
か
れ
た
。 

 

地
域
住
民
の
親
睦
と
世
代
間
の
交
流

が
図
ら
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

の
場
と
な
っ
た
。 

 
 

（
助
成
金 

二
〇
万
円
） 

               

 

「神宗さんによる『お出汁』勉強会」風景 



 

                             

  （４） 

 

       

 
 

「
粋
」
の
訓
読
み
は
『
い
き
』
で
あ
り
、

音
読
み
は
『
す
い
』
で
あ
る
が
、
江
戸 

 

で
は
『
い
き
』
と
読
み
、
上
方
で
は
『
す

い
』
と
読
ん
だ
と
も
い
わ
れ
る
。 

 
 

で
は
、『
い
き
』
と
『
す
い
』
は
ど
う

違
う
の
か
。「
広
辞
苑
」
と
「
大
阪
こ
と

ば
事
典
」（
牧
村
史
陽
編
）
を
み
た
。 

 

広  

辞 

苑  

い
き
〈
粋
〉（「
意
気
」
か
ら
転
じ
た
語
） 

① 

気
持
や
身
な
り
の
さ
っ
ぱ
り
と
あ 

か
ぬ
け
し
て
い
て
、
し
か
も
色
気
を
も

っ
て
い
る
こ
と
。 

② 

人
情
の
表
裏
に

通
じ
、
特
に
遊
里
・
遊
興
に
関
し
て
精

通
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
遊
里
・
遊

興
の
こ
と
。 

す
い
〈
粋
〉
① 

す
ぐ
れ
た
も
の
。 

② 

人
情
に
通
じ
、
も
の
わ
か
り
の
よ
い 

こ
と
。
特
に
、
花
柳
界
ま
た
は
芸
人 

社
会
な
ど
の
事
情
に
通
じ
て
、
挙
止 

行
動
、
自
ら
そ
の
道
に
か
な
う
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
人
。
い
き
。 

                    

   
 大

阪
こ
と
ば
事
典 

(

「
イ
キ
」
の
項
は
な
い
。) 

ス
イ
〈
粋
〉
意
気
な
こ
と
。
世
の
中
の
酸

い
も
甘
い
も
よ
く
経
験
し
て
、
人
間
生
活

の
表
裏
に
通
じ
事
物
に
巧
者
な
こ
と
を

い
う
。
こ
と
に
、
遊
里
・
遊
興
に
関
す
る 

事
情
に
よ
く
通
達
し
、
洒
落
で
明
朗
で
あ

る
こ
と
。 

 

江
戸
郷
土
史
家
の
杉
浦
日
向
子
氏
に

よ
れ
ば
、
江
戸
の
「
い
き
」
は
「
息
」
に

通
じ
、
上
方
の
「
す
い
」
は
「
吸
う
」
に 

通
ず
る
。
江
戸
の
「
息
」
は
吐
く
息
で
、

「
棄
て
る
」「
こ
そ
ぎ
落
と
す
」
美
学
を
表

す
。
こ
れ
に
対
し
、
上
方
の
「
吸
う
」
は

「
吸
う
息
」
で
、
何
事
も
自
分
の
方
に
引

っ
張
り
込
み
、
そ
れ
を
糧
と
し
て
生
き
る 

「
吸
収
」
の
姿
勢
を
表
す
の
だ
と
い
う
。 

「
い
き
」
を
粋
と
表
記
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
こ
れ
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
、
上
方
の
美
意
識
で
あ
る
「
粋
（
す

い
）」
と
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

江
戸
の
美
意
識
で
あ
る
「
い
き
」
は
「
意 

気
」
で
、
江
戸
深
川
の
芸
者
（
辰
巳
芸
者
）

に
つ
い
て
言
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
と
さ

れ
る
。
身
な
り
や
振
る
舞
い
が
洗
練
さ
れ

て
い
て
、
か
っ
こ
よ
い
と
感
じ
ら
れ
る
こ 

と
。
ま
た
、
人
情
に
通
じ
て
い
る
こ
と
、 

遊
び
方
を
知
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
意 

               

   

 
味
も
含
む
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
の

遊
郭
の
遊
女
た
ち
の
心
意
気
・
負
け
ん
気

を
表
す
言
葉
で
あ
っ
て
、
江
戸
の
「
い
き
」

に
は
、「
伝
法
」「
い
な
せ
」
と
い
っ
た
言

葉
に
表
さ
れ
る
、
威
勢
の
よ
さ
が
示
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。 

 
  

杉
浦
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
江
戸
の 

 

「
い
き
」
は
吐
く
息
に
通
じ
、
不
要
な
も 

 
 
 

の
を
た
め
込
ま
ず
、
サ
ッ
パ
リ
・
ス
ッ
キ 

 

リ
と
そ
ぎ
落
と
す
、
引
き
算
の
美
で
あ

る
。
江
戸
の
「
い
き
」
の
心
を
持
っ
た
男

女
の
間
で
は
、そ
の
緊
張
関
係
を
突
き
放

さ
ず
突
き
詰
め
な
か
っ
た
か
ら
、心
中
事

件
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

        

上
方
の
「
粋
（
す
い
）」
は
、
純
粋
の

「
粋
」
だ
と
い
わ
れ
る
。
近
松
門
左
衛
門

の
心
中
物
に
表
さ
れ
る
命
が
け
の
恋
、上

方
の
絢
爛
豪
華
な
着
物
に
見
ら
れ
る
装

飾
な
ど
は
、物
事
を
ト
コ
ト
ン
突
き
詰
め

る
と
い
う
意
味
で
の「
純
粋
さ
」が
あ
る
。

こ
れ
が
上
方
流
の
「
す
い
」
で
あ
る
。 

    

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

上
方
の
「
す
い
」
は
、
吸
う
息
に
通
じ
、

何
で
も
取
り
入
れ
、
蓄
積
し
て
い
く
足 

し
算
の
美
で
あ
る
。
着
こ
な
し
も
身
の 

こ
な
し
も
優
雅
に
は
ん
な
り
や
る
の
が 

「
す
い
」
で
あ
る
。 

   

『
守
貞
謾
稿
』（
喜
田
川
守
貞
が
江
戸 

時
代
後
期
の
三
都
（
江
戸
・
京
都
・
大

坂
）
の
事
物
・
風
俗
を
説
明
し
た
類
書

（
百
科
事
典)

）
に
は
、「
京
阪
は
男
女
と

も
艶
麗
優
美
を
専
ら
に
し
、
か
ね
て
粋

を
欲
す
。
江
戸
は
意
気
を
専
ら
と
し
て

美
を
次
と
し
て
、
風
姿
自
づ
か
ら
異
あ

り
。
こ
れ
を
花
に
比
す
る
に
艶
麗
は
牡

丹
な
り
。
優
美
は
桜
花
な
り
。
粋
と
意

気
は
梅
な
り
。
し
か
も
京
阪
の
粋
は
紅

梅
に
し
て
、
江
戸
の
意
気
は
白
梅
に
比

し
て
可
な
ら
ん
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
粋
（
す
い
）
の
反
対
は 

無
粋
（
ぶ
す
い
）
だ
が
、
粋
（
い
き
） 

の
反
対
は
何
か
。
そ
れ
は
「
野
暮
（
や 

ぼ
）
」
で
あ
る
。
そ
れ
じ
ゃ
「
野
暮
な 

奴
」
と
は
ど
ん
な
奴
？
そ
れ
は
「
粋
（ 

い
き
）
が
る
奴
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、 

生
粋
の
大
阪
人
は
「
粋
（
い
き
）
が
ら 

な
い
」
と
肝
に
銘
じ
る
も
の
の
、
「
物 

事
を
ト
コ
ト
ン
突
き
詰
め
る
『
純
粋 

さ
』
」
は
、
「
野
暮
」
に
転
じ
る
こ
と

も
あ
る
と
自
戒
す
る
。 

（
槇 

野 

勝
・
記
） 

                      

 

大
阪
の
町
人
魂 

 

粋 
―

「
い
き
」
と
「
す
い
」 


